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建造物

登録有形文化財

21

3-2　慈
じ

眼
げん

寺
じ

鐘
しょう

楼
ろう

門
もん

3-3　慈
じ

眼
げん

寺
じ

庫
く

裏
り

3-1　慈
じ

眼
げん

寺
じ

本
ほん

堂
どう

1	 浅
あさ

間
ま

神
じん

社
じゃ

摂
せっ

社
しゃ

山
やま

宮
みや

神
じん

社
じゃ

本
ほん

殿
でん

　 附
つけたり

　
棟
むな

札
ふだ

4枚
国指定　所有：浅間神社（一宮町一ノ宮）　室町時
代

山宮神社は甲斐国の一之宮、浅間神社の摂社で大
おお

山
やま

祇
ずみの

命
みこと

と瓊
に

瓊
に

杵
ぎの

命
みこと

を祭神とする。毎年 3月に浅間神社
の祭神である木

この

花
はな

開
さく

耶
や

姫
ひめの

命
みこと

が神
み

幸
ゆき

する山宮神幸祭
りが行われる。本殿は梁

はり

間
ま

正面一間、背面二間（2.64
ｍ）、桁

けた

行
ゆき

二間（1.55 ｍ）の隅
すみ

木
き

入
いり

春
かすがづくり

日造。屋根は
檜
ひ

皮
わだ

葺き。側面の蟇
かえる

股
また

は兜
かぶと

の彫刻で飾られている。
棟札によると、永

えい

禄
ろく

元年（1558）11月に武田晴信（信玄）
が大

おお

檀
だん

那
な

、川
かわ

田
だ

彦
ひこ

左
ざ

衛
え

門
もんの

尉
じょう

が大工となって造営され
た。

2	 山
やま

梨
なし

岡
おか

神
じん

社
じゃ

本
ほん

殿
でん

　附　棟札2枚
国指定　所有：山梨岡神社（春日居町鎮目）　室町
時代

山梨岡神社は御
み

室
むろ

山
やま

の南山麓「山梨岡」に位置し、
この地は山梨郡さらには山梨県の地名発祥の所

ゆか り

縁と
なった。武田信玄の信仰も篤く、｢社

しゃ

参
さん

状
じょう

｣ や天
てん

文
もん

13 年（1544）の「禁
きん

制
せい

札
ふだ

」の写しなどが残されている。
本殿は梁間正面一間、背面二間（2.50 ｍ）、桁行二間
（2.73 ｍ）の隅木入春日造。屋根は杮

こけら

葺き。飛
ひだのたくみ

騨匠
あるいは武

たけ

田
だ

番
ばん

匠
しょう

の造営と伝えられるが建立時期は
明確ではない。山宮神社本殿と良く似ていることから、
室町時代後期の建築と推定される。

←	70	 須
す

田
だ

家住宅
国登録　所有：個人（石和町四日市場）　昭和 2 年（1927）

昭和２年（1927）に建てられた西洋式の住宅。１階の壁
は下

した

見
み

板
いた

貼
ば

り、２階の壁は黒いモルタルの表面に凹凸を
つけたドイツ壁で仕上げられている。

　　　　　　72		早
はや

川
かわ

家住宅主
しゅ

屋
おく

	→
国登録　所有：個人（一宮町 東

ひがし

新
あら

居
い

）　昭和17年（1942）

一宮町東新居出身で「地下鉄の父」と呼ばれた早
はや

川
かわ

徳
のり

次
つぐ

（1881～ 1942）が、青年道場の講師宿泊所として昭和
17年（1942）に建設した。

69	ルミエール地下醗
はっ

酵
こう

槽
そう

国登録　所有：㈱ルミエール（一宮町南野呂）　明
治 34 年（1901）

明治 34 年（1901）に造られた半地下式ワイン発酵槽。
花
か

崗
こう

岩
がん

の切
きり

石
いし

積で、幅 1.9 ｍ、奥行 6.6 ｍ、高さ2.7
ｍの発酵槽 10 基を並べ前面を地下通路でつないで
いる。

71	屋
や

敷
しき

入
いり

沢
ざわ

第
だい

七
なな

号
ごう

石
いし

堰
えん

堤
てい

国登録　所有：山梨県（御坂町上黒駒）　明治 43 年
（1910）

明治 40 年の大水害の後、明治 43 年（1910）に金
かね

川
がわ

の支流屋敷入沢に築かれた砂
さ

防
ぼう

堰堤。堤
てい

長
ちょう

66
ｍ、高さ 6.4 ｍ。コンクリートを使わない空

から

石
いし

積
づみ

。
緩
かん

勾
こう

配
ばい

の堤
てい

体
たい

により河
か

道
どう

を安定させた。

68	御
み

坂
さか

隧
ずい

道
どう

国登録　所有：山梨県（御坂町御坂峠）　昭和６年
（1931）

甲府盆地と富士五湖地方を結ぶ御坂峠を越えるた
め、昭和6年に造られた隧道。延長394ｍ、幅5.5ｍ。

3	 慈
じ

眼
げん

寺
じ

本
ほん

堂
どう

・鐘
しょうろうもん

楼門・庫
く

裏
り

国指定　所有 : 慈眼寺（一宮町末木）　江戸時代

慈眼寺は真
しん

言
ごん

宗
しゅう

智
ち

山
ざん

派
は

に属し、戦国時代には武運長久の祈願所として武田信玄の庇
ひ

護
ご

を受
け伽

が

藍
らん

が整備された。しかし、天正 10 年（1582）武田家滅亡の時に織田信長の兵火によっ
て寺の建物は焼失。現存する本堂・鐘楼門・庫裏は江戸時代になって再建された。いずれも
江戸時代初期の特色が良く残っている。伽藍は東面し、正面に鐘楼門、その奥に本堂、本堂
の北に庫裏を配置する。３棟の建物が一体となって近世地方寺院の伽藍配置を伝えている。
本　堂　桁行八間半（16.35 ｍ）、梁間六間半（11.86 ｍ）。屋根は茅葺き入母屋造。内部は前
後各三室の六室で構成される方

ほう

丈
じょう

型本堂で、正面と北側面に一間分の広
ひろ

縁
えん

が廻
めぐ

る。正面は
雨戸だけの吹

ふき

放
はな

ちで、開放的な造りとなっている。
鐘楼門　桁行一間（3.65 ｍ）、梁間二間（3.04 ｍ）。棟

むな

通
どお

り筋に板
いた

扉
とびら

を設けた一
いっ

間
けん

一
いっ

戸
こ

の楼
ろう

門
もん

。屋根は茅葺き入母屋造。上層に架かる梵
ぼん

鐘
しょう

に慶
けい

安
あん

３年（1650）の刻
こく

銘
めい

があり、建築年代
の根拠となっている。
庫　裏　桁行八間（14.50
ｍ）、梁間六間（10.91 ｍ）。
本堂北側に棟通りを直交
して建てられ、本堂とは
渡り廊下でつながってい
る。屋根は茅葺きで、正
面入母屋造、背面切

きり

妻
づま

造。
内部は入り口から土間・
板敷の広間が続き、奥は
棟通りで南北に区切り、
南側を表向き、北側を内
向きの部屋としている。

12		佐
さ

久
く

神
じん

社
じゃ

本
ほん

殿
でん

　附　神
しん

額
がく

１面	→
県指定　所有：佐久神社（石和町河内）　江戸時代

佐久神社は甲府盆地のほぼ中央部、石和町河内に位置する。本殿は総ケヤキの桁行三間
（3.32 ｍ）、梁間二間（2.62 ｍ）の三

さん

間
げん

社
しゃ

流
ながれ

造
づくり

で、四周に跳
はね

高
こう

欄
らん

付の切
きり

目
め

縁
えん

を巡らす。屋
根は正面に軒

のき

唐
から

破
は

風
ふ

が付き、もとは檜皮葺きだったが、現在は銅板葺きに改められている。
棟札によると文久２年（1862）に建立され、大工棟梁は下山村松

まつ

木
き

運
うん

四
し

郎
ろう

・同左
さ

内
ない

、彫
刻師は江戸日本橋後藤勇次郎の名が記されている。軒唐破風の向

こう

背
はい

部から柱上の組
くみ

物
もの

、
脇
わき

障
しょう

子
じ

、床下の組物の細部まで可能な限り彫刻を施しており、優れた意
い

匠
しょう

感覚によって
まとめられている。

13	 八
はっ

田
た

家
け

書
しょ

院
いん

　附　土
ど

蔵
ぞう

棟札1枚、永
えい

々
えい

日記1冊、家
か

政
せい

暦
れき

年
ねん

誌
し

1冊、
地
ち

相
そう

絵図面1枚、八田村古絵図1枚
県指定　所有 : 個人（石和町八田）　江戸時代

八田家は武田氏に仕えて蔵
くら

前
まえ

衆
しゅう

を勤めた家柄。徳川家康から朱
しゅ

印
いん

状
じょう

が発給されたことから
｢御朱印屋敷｣と呼ばれた。屋敷内の建物は織田信長の兵火による焼失の後、慶

けい

長
ちょう

６年（1601）
頃に再建された。書院は接

せっ

客
きゃく

と応
おう

接
せつ

の場で、再建時の建物では唯一現存している。桁行七間
（12.75 ｍ）、梁間三間（6.37ｍ）で南面して建ち、東側に妻

つま

入
い

り玄関を持つ。屋根は正面入
母屋造、背面寄

よせ

棟
むね

造
づくり

で茅葺き。当初の形態を良く保存し、数
す

奇
き

屋
や

風
ふう

の意匠など書院建築の
特色がよく現れている。

※文化財の説明は、番号、名称、指定区分、所有者等（所在地）、時代の順に記載してあります。

※文化財の説明は、番号、名称、指定区分、所有者等（所在地）、時代の順に記載してあります。
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4			絹
けん

本
ぽん

著
ちゃく

色
しょく

仏
ぶつ

涅
ね

槃
はん

図
ず

　							17	 両
りょう

頭
とう

愛
あい

染
ぜん

明
みょう

王
おう

像
ぞう

　
18		不

ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

二
に

童
どう

子
じ

像
ぞう

（坐
さ

像
ぞう

系
けい

）	19		不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

二
に

童
どう

子
じ

像
ぞう

（立
りゅう

像
ぞう

系
けい

）　
20	騎

き

獅
し

不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

八
はち

大
だい

童
どう

子
じ

像
ぞう

４：国指定　17～ 20：県指定　所有：大
だい

蔵
ぞう

経
きょう

寺
じ

（石和町松本）　
室町時代

大蔵経寺は真言宗智山派で創建は不詳だが、応
おう

安
あん

３年（1370）、
室町将軍足

あし

利
かが

義
よし

満
みつ

が甲
か

斐
い

守
しゅ

護
ご

武
たけ

田
だ

信
のぶ

成
なり

に命じて伽藍を再
さい

興
こう

した。
絹本著色仏涅槃図は、永

えい

享
きょう

7年（1435）頃に画僧霊
れい

彩
さい

によっ
て描かれた。縦 206cm、横 145.5cm。沙

さ

羅
ら

双
そう

樹
じゅ

に囲まれた
宝
ほう

台
だい

上
じょう

に横たわる釈
しゃ

迦
か

と弟子･人 ・々動物などが入
にゅう

滅
めつ

を悲し
む様子が描かれている。釈迦の亡くなった日に行う涅

ね

槃
はん

会
え

の
法
ほう

要
よう

で室内に掲げた。
大蔵経寺には他にも密

みっ

教
きょう

絵
かい

画
が

が多数残されており、真言密
教の文化を今に伝えている。

4 18 19 20

17

14	 板
いた

絵
え

著
ちゃく

色
しょく

三
さん

十
じゅう

六
ろく

歌
か

仙
せん

図
ず

県指定　所有：美
み

和
わ

神社（御坂町二之宮）　室町時代

永
えい

禄
ろく

６年（1563）武田晴信（信玄）・義
よし

信
のぶ

親子によっ
て奉納された。（写真は小

お

野
のの

小
こ

町
まち

）

16	 絹
けん

本
ぽん

著
ちゃく

色
しょく

熊
くま

野
の

曼
まん

荼
だ

羅
ら

　附桐箱
県指定　所有：南北熊野神社（八代町北）　鎌倉時代

熊
くま

野
の

三
さん

所
しょ

権
ごん

現
げん

と十
じゅう

二
に

所
しょ

権現、合わせて 15 体を描
いている。鎌倉時代に作成。

15	 紙
し

本
ほん

著
ちゃく

色
しょく

星
ほし

曼
まん

荼
だ

羅
ら

県指定　所有：慈眼寺（一宮町末木）　江戸時代

密教で行う星
ほし

供
く

養
よう

の本尊。江戸時代初めに制作
された。

22	木
もく

造
ぞう

十
じゅう

一
いち

面
めん

観
かん

音
のん

立
りゅう

像
ぞう

県指定　所有：満
まん

願
がん

寺
じ

（一宮町
竹原田）　平安時代

ケヤキの一
いち

木
ぼく

造
づくり

。量感に富み、重
厚な造形で平安時代前期に制作さ
れた。

21	木
もく

造
ぞう

香
か

王
おう

観
かん

音
のん

立
りゅう

像
ぞう

県指定　所有：福
ふく

光
こう

園
おん

寺
じ

（御坂町大野寺） 平安時代

ケヤキの一木造。宝冠をはじ
め両手先 ･足先を失うが、平
安時代前期の特色を持つ。

27	木
もく

造
ぞう

如
にょ

来
らい

形
がた

坐
ざ

像
ぞう

・塑
そ

像
ぞう

残
ざん

欠
けつ

県指定　所有：瑜
ゆ

伽
か

寺
じ

（八代町永井）　
平安時代

ヒノキの一木造。大
だい

日
にち

如
にょ

来
らい

として信仰さ
れてきたが、両手が後補のものと代わっ
ているので不明。平安時代前期の堂 と々
した作風を持つ。

25	木
もく

造
ぞう

不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

坐
ざ

像
ぞう

県指定　所有：熊野堂区（春日居町
熊野堂）　平安時代

ヒノキの一木造。像高 255cmの丈
じょう

六
ろく

仏
ぶつ

。平安時代後期の制作と推定されて
いる。

7	 木
もく

造
ぞう

他
た

阿
あ

上
しょう

人
にん

真
しん

教
ぎょう

坐
ざ

像
ぞう

国指定　所有：称
しょう

願
がん

寺
じ

（御坂町上黒駒）　鎌倉時代

時
じ

宗
しゅう

第
だい

二
に

祖
そ

の真教上人の坐像。ヒノキの寄
よせ

木
ぎ

造
づくり

。真教晩年の姿
を現し、特に中

ちゅう

風
ぶう

とされる病にゆがむ表情を細部まで写し出して
いる。

6	 木
もく

造
ぞう

吉
きっ

祥
しょう

天
てん

及
および

二
に

天
てん

像
ぞう

国指定　所有：福光園寺（御坂町大野寺）　鎌倉時代

中央に吉祥天（像高 108.8cm）、両脇に多
た

聞
もん

天
てん

（右 118.7㎝）と持
じ

国
こく

天
てん

（左 116.8㎝）を配する。いずれもヒノキ材の寄木造で、寛
かん

喜
ぎ

３年（1231）
仏
ぶっ

師
し

蓮
れん

慶
けい

により造
ぞう

立
りゅう

された。ふくよかな顔立ち、弾力的な肩の張り、堂々
とした体格には鎌倉時代前半の慶派の特徴がよく現れている。

26	木
もく

造
ぞう

五
ご

大
だい

明
みょう

王
おう

像
ぞう

県指定　所有：桑戸区（春日居町桑戸）　平安時代

中央の不動明王と大
だい

威
い

徳
とく

明王・軍
ぐん

荼
だ

利
り

明王・降
ごう

三
ざん

世
ぜ

明王・金
こん

剛
ごう

夜
や

叉
しゃ

明王の５体から成る。
いずれもヒノキ材で不動明王は一木割

わり

矧
はぎ

造、他は一木造。平安時代後期12世紀の制作と推定。

28	木
もく

造
ぞう

十
じゅう

二
に

神
しん

将
しょう

立
りゅう

像
ぞう

県指定　所有：瑜伽寺 ( 八代町永井 )　平安時代

薬
やく

師
し

如
にょ

来
らい

を守護する12 体の武神像。いずれも武装形で、鎧
よろい

をつけ武器を持つ。ヒノキ材で
一木割矧造あるいは寄木造。平安時代後期 12 世紀の制作と推定。

絵 画
※文化財の説明は、番号、名称、指定区分、所有者等（所在地）、時代の順に記載してあります。

彫 刻
※文化財の説明は、番号、名称、指定区分、所有者等（所在地）、時代の順に記載してあります。



建造物

5 6

書 跡

工 芸

※文化財の説明は、番号、名称、指定区分、所有者等（所在地）、時代の順に記載してあります。

※文化財の説明は、番号、名称、指定区分、所有者等（所在地）、時代の順に記載してあります。

甲陽一
いっ

徳
とく

斉
さい

藤原助則 (1827～ 1909) は一宮町の中
なか

尾
お

神社の神主を務めながら日本刀の技術を習得した。
明治 23 年（1890）内

ない

国
こく

勧
かん

業
ぎょう

博
はく

覧
らん

会
かい

に太刀２振
ふり

、短刀２振を出品し入選。太刀２振のうち1振は浅間神社
へ奉納、もう1振は自宅に残された。一徳斉の刀や薙

なぎ

刀
なた

は笛吹市を中心に 20 数振が確認されている。

29	木
もく

造
ぞう

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

及
および

両
りょう

脇
わき

侍
じ

像
ぞう

県指定　所有：九
く

品
ほん

寺
じ

（御坂町成田）　鎌倉時代

阿弥陀像は鎌倉時代以降多く造られた三尺阿弥陀立
像の系譜を引く。両脇侍も含めいずれもヒノキの寄木造。

32	広
こう

厳
ごん

院
いん

文書
県指定　所有：広厳院（一宮町金沢）　室町～江戸時代

武田信
のぶ

昌
まさ

から勝
かつ

頼
より

の５代にわたる文書を含め、戦国・
江戸時代の支配や寺院の様子を伝える。

31	版
はん

本
ぽん

大
だい

般
はん

若
にゃ

経
きょう

	 付
つけたり

紙本墨書大般若経110巻、絹本著色
十六善

ぜん

神
しん

画像１幅、経箱大６合
ごう

、経箱小60合
県指定　所有：実

じっ

相
そう

寺
じ

（境川町大坪）　鎌倉時代

建久３年 (1192) に印刷された版本 484 巻・版写合本６巻と、室町時代に写経
された写本 110 巻、合計 600 巻からなる。

34	紙
し

本
ほん

墨
ぼく

書
しょ

梵
ぼん

書
しょ

法
ほう

帖
ちょう

県指定　所有：慈眼寺（一宮町末木）　江戸時代

代表的な梵
ぼん

字
じ

を頁ごとに大書した、梵字の手本帖。江戸時代初期の
梵字研究者である澄

ちょう

禅
ぜん

によって作成された。

33	桑
くわ

原
ばら

家
け

文書
県指定　所有：個人（山梨県立博物館寄託）　室町時代

永禄３年（1560）県内各地から漆
うるし

160 杯を 5日間
で集めるよう武田信玄から命じられた文書など。

30	 超
ちょう

願
がん

寺
じ

文書
県指定　所有：超願寺（一宮町塩田）　安土・桃山時代

天正８年（1580）本
ほん

願
がん

寺
じ

教
きょう

如
にょ

から甲斐国の坊主衆・
門徒衆に送った文書。「矢文」。

24	木
もく

造
ぞう

虚
こ

空
くう

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

坐
ざ

像
ぞう

県指定　所有：智
ち

光
こう

寺
じ

（境
さかい

川
がわ

町
まち

藤
ふじ

垈
ぬた

）　
鎌倉時代

ヒノキの寄木造。像内に建
けん

長
ちょう

6年（1254）
の墨書銘を持つ。

35	銅
どう

鐘
しょう

県指定　所有：広厳院（一宮
町金沢）　鎌倉時代

嘉
か

歴
りゃく

２年（1327）初
はつ

狩
かり

（現大月
市）妙

しょう

台
たい

寺
じ

の梵
ぼん

鐘
しょう

として鋳
ちゅう

造
ぞう

さ
れた。元禄年間に広厳院境内
から発掘された。

←	45	 銅
どう

鐘
しょう

県指定　所有：光
こう

国
こく

寺
じ

（御坂
町下野原）　江戸時代

元
げん

和
な

５年（1619）甲府の沼
ぬま

上
がみ

正
まさ

盛
もり

らによって鋳造された。江戸時代
の制作であるが、甲斐国中世の
梵鐘の特徴を持つ。

42	白
しら

糸
いと

威
おどし

褄
つま

取
どり

鎧
よろい

　残
ざん

欠
けつ

県指定　所有：美和神社（御坂町二之宮）　
室町時代

大
おお

鎧
よろい

の残穴。小札を白
はく

色
しょく

絹
きぬ

組
くみ

紐
ひも

で威し、草
くさ

摺
すり

を紫・黄・紺・白・緑の組紐で威した華麗
な大鎧で、室町時代前期の制作と推定される。

38	銅
どう

鏡
きょう

　菱
ひし

雲
うん

文
もん

帯
たい

半
はん

円
えん

方
ほう

形
けい

四
し

乳
にゅう

鏡
きょう

県指定　所有：南北熊野神社（八代町北）　古墳時代

八代町北の団
ずん

栗
ぐり

塚
づか

古墳から明治 21年（1888）に発見された。
直径 11.1㎝。中国で作られた舶

はく

載
さい

鏡
きょう

と考えられている

36	太刀　銘　国
くに

次
つぐ

（上）
県指定　所有：浅間神社（一宮町一ノ宮）　室町時代

美濃国関の刀工、国次によって制作される。全長
104㎝。武田信玄によって奉納された。

44	太刀　銘　因
いな

幡
ばの

守
かみ

廣
ひろ

重
しげ

　 附
つけたり

衛
え

府
ふの

太
た

刀
ち

拵
こしらえ

県指定　所有：大宮神社（一宮町南野呂） 江戸時代

江戸神田の刀工廣重によって作られ、寛
かん

文
ぶん

６年（1666）
旗
はた

本
もと

三
さい

枝
ぐさ

守
もり

俊
とし

が大宮神社に奉納した。全長 70㎝。

39	太刀　銘　甲
こう

陽
よう

藤
ふじ

原
わら

助
すけ

則
のり

（下）
県指定　所有：浅間神社（一宮町一ノ宮）　明治
23 年（1890）

40	太刀　銘　甲
こう

陽
よう

助
すけ

則
のり

県指定　所有：個人（一宮町中尾）　明治 22 年
（1889）

37	古
こ

常
とこ

滑
なめ

大
おお

甕
がめ

、支
し

那
な

青
せい

磁
じ

碗
わん

、同
どう

染
そめ

付
つけ

碗
わん

、同
どう

皿
さら

、黄
き

瀬
せ

戸
と

皿
さら

県指定　所有：個人（山梨県立博物館展示）　室町時代

昭和 8 年（1933）一宮町新巻で出土した。青磁碗６点、染付碗２点、染付皿 10点、黄瀬戸
皿 20点が古常滑大甕内に納められていた。時代は 15世紀後半と推定されている。

41	 刺
し

繍
しゅう

法
ほ

華
け

経
きょう

県指定　所有：慈眼寺（一宮町末木）　
室町時代

羅
ら

（目の粗い絹織物）の地に紺の糸で
文字を刺繍し、特に「佛」の文字は金
の糸で表した経

きょう

典
てん

。表
ひょう

帙
ちつ

は絹地に牡丹
の花を多彩な絹糸で刺繍し、見

みかえし

返に釈
迦如来や普

ふ

賢
げん

菩
ぼ

薩
さつ

などを描いている。
中国の元

げん

の時代、至
し

正
せい

21年（1361）
に制作された。

23	石
せき

造
ぞう

地
じ

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

坐
ざ

像
ぞう

県指定　所有：北野呂区（一宮町北野呂）　室町時代

安山岩製の石仏だが、流
りゅう

麗
れい

な納
のう

衣
え

の表現など木彫
に迫る。境内に康

こう

安
あん

２年（1362）の銘を持つ宝
ほう

篋
きょう

印
いん

塔
とう

があり、同時期の制作と推測される。

8	 紺
こん

紙
し

金
こん

泥
でい

般
はん

若
にゃ

心
しん

経
ぎょう

　 附
つけたり

武
たけ

田
だ

晴
はる

信
のぶ

自
じ

筆
ひつ

奉
ほう

納
のう

包
つつみ

紙
かみ

国指定　所有：浅間神社（一宮町一ノ宮）　室町時代

後
ご

奈
な

良
ら

天
てん

皇
のう

（在位1526～57）の御
ご

宸
しん

翰
かん

（天皇の直筆のこと）による。
天皇は国内が戦乱に明け暮れる中、写

しゃ

経
きょう

の功
く

徳
どく

で万
ばん

民
みん

を救
きゅう

済
さい

しよ
うと、みずから般若心経を写経し諸国の一宮へ奉

ほう

納
のう

することを試
みた。奉納の記録が残るのは 24ヶ国で、現存するのは甲斐を含
めて７ヶ国。天

てん

文
もん

19 年（1550）武田晴信（信玄）によって浅間神
社に奉納された。

43		朱
あか

札
ざね

紅
べに

糸
いと

素
す

懸
がけ

威
おどし

	 胴
どう

丸
まる

　佩
はい

楯
だて

付
つき

	→
県指定　所有：美和神社（御
坂町二之宮）　室町時代

朱
あか

漆
うるし

をかけた小札を紅糸で威した「赤
あか

備
ぞな

え」の胴丸。やや小形である
ので武田信玄奉納の着

き

初
ぞ

め式の鎧
よろい

と伝えられている。
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史 跡考古資料
※文化財の説明は、番号、名称、指定区分、所有者等（所在地）、時代の順に記載してあります。 ※文化財の説明は、番号、名称、指定区分、所有者等（所在地）、時代の順に記載してあります。

9	 釈
しゃ

迦
か

堂
どう

遺
い

跡
せき

出土品
国指定　所有：釈迦堂遺跡博物館（一宮町千米寺）　
縄文時代

←深
ふか

鉢
ばち

形土器(水
すい

煙
えん

文
もん

土器)（撮影：小川忠博）
↓土

ど

偶
ぐう

46		桂
かつら

野
の

遺跡出土大形深鉢形土器
(渦
か

紋
もん

深
ふか

鉢
ばち

)→
県指定　所有：笛吹市（山梨県立博物館展
示）　縄文時代

48	地
じ

蔵
ぞう

堂
どう

塚
づか

古墳出土蕨
わらび

手
て

刀
とう

県指定　所有：笛吹市（山梨県立考古博物館展示）　古墳時代

大正５年（1916）境川町小山の地蔵堂塚古墳（消滅）から出土した。柄
つか

頭
がしら

が
早
さ

蕨
わらび

の巻いた状態に似ていることから蕨手刀と呼ばれ、東北地方を中心に古
墳時代後期から平安時代初期の遺跡で多く見つかっている。

57	岡
おか

・銚
ちょう

子
し

塚
づか

古墳
県指定　所有：笛吹市（八代町
岡）　古墳時代

４世紀後半に造られた前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

。周
しゅう

溝
こう

を含めた全長は 105 ｍ。
墳
ふん

丘
きゅう

は全面が葺
ふき

石
いし

で覆
おお

われ、円
えん

筒
とう

埴
はに

輪
わ

が並べられていた。

10	 甲
か

斐
い

国
こく

分
ぶん

寺
じ

跡
あと

	（一宮町国分）

11	 甲
か

斐
い

国
こく

分
ぶん

尼
に

寺
じ

跡
あと

	（一宮町東原）

国指定　所有：笛吹市ほか　奈良時代

天
てん

平
ぴょう

13 年（741）、聖
しょう

武
む

天皇は仏教で国家を
護
まも

るために全国に国分寺と国分尼寺を建てる
ように命じた（国分寺建

こん

立
りゅう

の詔
みことのり

）。この詔にし
たがって、日本各地で約 60 の国分寺が建て
られた。
甲斐国分寺跡は南北約 330 ｍ、東西 250 ｍ
の中に南門・中門・回

かい

廊
ろう

・七
しち

重
じゅうの

塔
とう

・金
こん

堂
どう

・
講
こう

堂
どう

・鐘
しょう

楼
ろう

・経
きょう

蔵
ぞう

・僧
そう

房
ぼう

などの建物があっ
た。発掘調査により中心部は全面的に石や礫

れき

が敷かれていた ｢石の国営寺院｣ であったこ
とがわかった。
甲斐国分尼寺跡は国分寺跡の約 500 ｍ北側
にあり、約180 ｍ四方の中に、南門・中門・
回廊・金堂・講堂・尼

に

房
ぼう

などがあったと推定
されている。

58	経
きょう

塚
づか

古墳
県指定　所有：山梨県（一宮町国分）　古墳時代

７世紀初めに造られた八
はっ

角
かく

形
けい

古墳。墳丘径約
12.5 ｍ。古墳時代終末期に中央で造られた八角
形古墳の影響を見ることができる。

55	姥
うば

塚
つか

県指定　所有：南
なん

照
しょう

院
いん

（御坂町井之上）　古墳
時代

6世紀後半に造られた円
えん

墳
ぷん

。墳丘の直径は約40ｍ。
横
よこ

穴
あな

式
しき

石
せき

室
しつ

は全長 17.5 ｍ以上で、東日本最大級。

59	竜
りゅう

塚
づか

古墳
県指定　所有：笛吹市ほか（八代町米倉）　古墳
時代

５世紀前半に造られた方
ほう

墳
ふん

。一辺約 56m。墳丘
は二段築盛で上段に葺石が葺かれていた。

60	寺
てら

本
もと

廃
はい

寺
じ

跡
あと

県指定　所有：笛吹市ほか（春日居町寺本）　
飛鳥時代

７世紀後半に建てられた山梨県最古の
寺院。三

さんじゅうのとう

重塔の心
しん

礎
そ

が残されている。

50	古
こ

柳
やなぎ

塚
づか

古墳出土品
県指定　所有：笛吹市（春日居郷土館展示）　古墳時代

	 鉄
てつ

製
せい

壺
つぼ

鐙
あぶみ

（上）金
こん

銅
どう

製
せい

心
しん

葉
よう

形
けい

鏡
かがみ

板
いた

付
つき

轡
くつわ

（下）
八代町米倉の古柳塚古墳(消滅)から出土。装飾性の高い馬具をはじめ、銀

ぎん

象
ぞう

嵌
がん

柄
つか

頭
がしら

や金
きん

環
かん

などがあり古墳時代後期に位置付けられる。

47	御
み

崎
さき

古墳出土品（撮影：小川忠博）
県指定　所有：笛吹市（春日居郷土館展示）　古墳時代

八代町竹居の御崎古墳(消滅)から出土。薄い金銅板に毛彫りで文様を描いた
飾り馬具で、７世紀末から８世紀初頭の時期に東日本で多く出土している。

49	釈迦堂遺跡出土鉄
てつ

製
せい

人
ひと

形
がた

一括
県指定　所有：釈迦堂遺跡
博物館（一宮町千米寺） 
奈良時代

一宮町釈
しゃ

迦
か

堂
どう

遺跡の奈良時代

の土
ど

坑
こう

から出土した。人形は一
般に木で作られる祭

さい

祀
し

用具だ
が、鉄を用いているのは中央の
貴族文化の影響を受けているも
のと考えられている。

笛吹市には今から5,500 年前から 4,500 年前にあたる縄
じょう

文
もん

時代前期末から中期末にかけての遺跡が数多くある。一宮町千
せん

米
べい

寺
じ

・石
いし

に広がる釈迦堂遺跡では 255 軒
の住居跡が発見され、土器や石器など縄文時代の暮らしを伝える遺物が大量に出土した。中でもまつりの道具である土偶は 1,116点も出土し、大地や森の豊かな恵み
や子

し

孫
そん

の繁
はん

栄
えい

を願う縄文人の思いが強く感じられる。水煙文土器はのびやかな渦
うず

巻
ま

きの曲線が器面から４つの把
とっ

手
て

となって溢
あふ

れ出している。桂
かつら

野
の

遺跡から出土した
渦紋深鉢も渦巻きが器面全体を覆い尽くし、縄文人の技術と芸術性の高さを感じる。

←10	甲斐国分寺跡（七重塔跡）
11	甲斐国分尼寺跡
	 （上：講堂跡・下：金堂跡）

10	
11	

天
てん

平
ぴょう

護
まも

るために全国に国分寺と国分尼寺を建てる
ように命じた（国分寺

甲斐国分寺跡中心部
想定復原図
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博物館の名称 所在地 電　話 休館日・開館時間

春 日 居 郷 土 館
小川正子記念館

春日居町寺本170－1 0553－26－5100 火曜日・祝祭日の翌日・12月27日～1月5日 
9:00～17:00（入館は16:30）

八 代 郷 土 館 八代町南796 055－261－3342 見学希望者は文化財課までお問い合わせ下さい

青 楓 美 術 館 一宮町北野呂3－3 0553－47－2122 月曜日・祝祭日の翌日・12月24日～1月7日 
9:00～17:00（入館は16:30）

八 田 家 書 院 石和町八田334 055－261－6111
火曜日（火曜日が休日の場合は翌日）
12月27日～1月5日 
9:00～16:00

釈迦堂遺跡博物館 一宮町千米寺764 0553－47－3333 火曜日・祝祭日の翌日・12月27日～1月7日 
9:00～17:00（入館は16:30）

山梨県立博物館 御坂町成田1501－1 055－261－2631 火曜日・祝祭日の翌日・12月29日～1月1日 
9:30～17:00（入館は16:30）

釈迦堂遺跡博物館
釈迦堂遺跡から出土した土偶・土器・
石器などを展示。縄文人の暮らしや精
神世界を再現。

八田家書院
17 世紀の書院を公開。
春には「八田家書院でひな祭り」・｢武
者飾り｣ などを開催。

八
やつ

代
しろ

郷土館
明治 18 年に建てられた旧大森銀行の建物を活用し、大森
銀行の資料や江戸時代からの生活用具、養蚕・稲作道具な
どを展示。敷地内には江戸時代中期の民家も移築してある。

青
せい

楓
ふう

美術館
津田青楓の絵画を展示。津田青楓は
近現代に活躍した画家・書道家・随筆
家。

山梨県立博物館
基本テーマは ｢やまなしの自然と人｣。甲
斐国分寺跡から出土した鬼瓦なども展示
している。

春
か す が い

日居郷土館・小
お

川
がわ

正
まさ

子
こ

記念館
桂野遺跡・岡銚子塚古墳・寺本廃寺跡・甲斐国分寺跡 ･ 国分尼寺跡などの出土品を展示し、笛吹市の歴史・文化を知ること
ができる。毎年夏には戦争と平和を考える ｢わが町の八月十五日展｣ を開催。笛吹市にゆかりのある偉人や芸術家の作品を
紹介する企画展も開催している。併設の小川正子記念館はハンセン病患者の救済に生涯を捧げた医師小川正子を紹介する。

兜造古民家　藤原邸
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　兜造民家とは、屋
や

根
ね

裏
うら

に光と風を取り入れるため屋根の一部を切り上げた民家。芦
あし

川
がわ

町
ちょう

地区
は、かつて養

よう

蚕
さん

が盛んで、蚕
かいこ

の生育環境を良くするため数多くの兜造民家が建てられた。現在でも
150棟以上の兜造民家が残されている。芦川町上

かみ

芦
あし

川
がわ

の藤
ふじ

原
わら

邸
てい

は18世紀中頃に建てられた兜造民家
で、平成24年に再生修理し、現在では公開活用されている。
休館日：毎週火曜日（火曜日が祝祭日のときはその翌日）、12月29日から１月３日　
利用時間：9:00～17:00

天然記念物
※文化財の説明は、番号、名称、指定区分、所有者等（所在地）、時代の順に記載してあります。

笛吹市内の文化施設紹介

無形民俗文化財

兜
かぶと

造
づくり

古
こ

民
み ん

家
か

群
ぐ ん

～芦
あし

川
がわ

62	 一
いちの

宮
みや

浅
あさ

間
ま

神
じん

社
じゃ

の夫婦ウメ
県指定　所有：浅間神社（一宮町一ノ宮）

本殿の南側、玉
たま

垣
がき

内にあり、一つの花から二つ
の実がなるウメ。子授けの霊

れい

験
げん

があるという。

63	智
ち

光
こう

寺
じ

のカヤ
県指定　所有：智光寺（境川町藤垈）

智光寺の石段左手にそびえる巨木。高さ29ｍ、
幹周り4.4ｍ。

52	山
やま

梨
なし

岡
おか

神
じん

社
しゃ

の太
だい

々
だい

神
かぐ

楽
ら

県指定　保持団体：山梨岡神社舞子（春日居町鎮目）

武田信玄出
しゅつ

陣
じん

の神楽と呼ばれ、24種の舞が伝わる。
毎年４月４・５日の例

れい

大
たい

祭
さい

に奉
ほう

納
のう

される。

53	二
に

ノ
の

宮
みや

美
み

和
わ

神
じん

社
しゃ

の太
だい

々
だい

神
かぐ

楽
ら

　 付
つけたり

　
版
はん

木
ぎ

1枚　神楽二十五番次
し

第
だい

　1枚
県指定　保持団体：美和神社神楽保存会（御坂町二之宮）

江戸時代、災害を封じるために始まった出
いず

雲
も

流
りゅう

の神楽。
２月８日の湯

ゆ

立
たて

神
しん

事
じ

と４月第１日曜日の例大祭に奉納さ
れる。

65	下
しも

黒
くろ

駒
こま

の大ヒイラギ
県指定　所有：下黒駒区（御坂町下黒駒）

旧鎌倉街道沿いに立つヒイラギの古
木。高さ約7.5ｍ、幹周り2.95ｍ。

64	 宗
しゅう

源
げん

寺
じ

のヒダリマキカヤ
県指定　所有：宗源寺（境川町藤垈）

通常のカヤに比べて果核が大きく、両
端が尖っている。高さ21.5ｍ、幹周り4.4
ｍ。

73	御
み

坂
さか

路
じ

（御坂町上黒駒ほか）

御坂路は、奈良・平安時代に御坂峠を
越えて都と甲斐国を結んだ官道（東海道
甲
か

斐
い

路
じ

）の一部だった。鎌倉時代以降は
「鎌

かま

倉
くら

街
かい

道
どう

」とも呼ばれ、中央線や中央
自動車道が発達するまでは甲斐国と鎌
倉や京都などを結ぶ重要な交通ルート
だった。

66	 称
しょう

願
がん

寺
じ

のサクラ
県指定　所有：称願寺（御坂町上黒駒）

ヤマザクラ系の園芸品種。花径は約2.5㎝で八重咲き。高さ6.5
ｍ、幹周り約4.2ｍ。

67	鴬
おう

宿
しゅく

峠
とうげ

のリョ
ウメンヒノキ

県指定　所有：山梨県
（芦川町鶯宿）

樹種が不明ということで
「ナンジャモンジャ」と呼
ばれてきたが、牧野富太
郎博士によってヒノキの
変種「リョウメンヒノキ」
と命名された。高さ17ｍ、
幹周り3.45ｍ。

歴史の道100選
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国　指　定　重　要　文　化　財
No. 名　　称 種　別 所在地 所有者等 公開

1 浅間神社摂社山宮神社本殿
附棟札４枚 建 造 物 一宮町一ノ宮 1705 浅間神社 ○

2 山梨岡神社本殿附棟札 2 枚 建 造 物 春日居町鎮目 1696 山梨岡神社 ○
3 慈眼寺本堂・鐘楼門・庫裏 建 造 物 一宮町末木 336 慈眼寺 ○
4 絹本著色仏涅槃図 絵 画 石和町松本 610 大蔵経寺 △

5 木造大物主神立像 彫 刻 御坂町二之宮
1450 − 1 美和神社 ×

6 木造吉祥天及二天像 彫 刻 御坂町大野寺 2027 福光園寺 △

No. 名　　称 種　別 所在地 所有者等 公開
7 木造他阿上人真教坐像 彫 刻 御坂町上黒駒 2969 称願寺 △

8 紺紙金泥般若心経　
付武田晴信自筆奉納包紙 書 跡 一宮町一ノ宮 1684 浅間神社 ×

9 釈迦堂遺跡出土品 考古資料 一宮町千米寺 764　　　　　　釈迦堂遺跡博
物館組合 ○

10 甲斐国分寺跡 史 跡 一宮町国分 笛吹市　他 ○
11 甲斐国分尼寺跡 史 跡 一宮町東原 笛吹市　他 ○

No. 名　　称 種 　 別 所在地 所有者等 公開
22 金胎両部曼荼羅 絵 画 一宮町末木 336 慈眼寺 ×
23 種子十三仏 絵 画 一宮町末木 336 慈眼寺 ×
24 大日如来坐像 絵 画 一宮町末木 336 慈眼寺 ×
25 金剛夜叉明王像 絵 画 一宮町末木 336 慈眼寺 ×
26 弘法大師像 絵 画 一宮町末木 336 慈眼寺 ×
27 大蔵経寺絵画 絵 画 石和町松本 610 大蔵経寺 △
28 絹本著色仏涅槃図 絵 画 境川町大黒坂 1090 聖応寺 ×

29 涅槃図 絵 画 御坂町大野寺 2019
− 2 福光園寺 ×

30 聖観音像 彫 刻 御坂町成田 1501 −
1 安楽寺 △

県博

31 木造十一面観世音立像 彫 刻 境川町藤垈 2446 常楽寺 △

32 石橋八幡神社左大臣・
右大臣像 彫 刻 境川町石橋 2096 八幡神社 ○

33 木造不動明王立像 彫 刻 御坂町成田 678 正法寺 △
34 木造地蔵菩薩立像 彫 刻 御坂町上黒駒 2964 称願寺 △

35 木造地蔵菩薩立像 彫 刻 春日居町寺本 222
− 6

春日居町寺本
区 △

36 閻魔王像及び十王像 彫 刻 石和町小石和 372 成就院 △
37 延命地蔵菩薩像 彫 刻 御坂町栗合 146 慈光寺 △
38 石造光明真言碑 彫 刻 一宮町末木 336 慈眼寺 ○
39 木造金剛力士像 彫 刻 一宮町塩田 944 楽音寺 ○
40 仏足石 彫 刻 一宮町田中 408 瑞蓮寺 ○
41 小澤一仙の竜の彫刻 彫 刻 御坂町上黒駒 2964 称願寺 △

42 小澤一仙の竜の彫刻 彫 刻 御坂町上黒駒　
檜峰神社 檜峰神社 △

43 星石 彫 刻 御坂町竹居 3277 御坂町竹居
区室部組 ○

44 木造十一面観世音菩薩立像 彫 刻 春日居町桑戸 513 地蔵院 △

45 塑像不動明王坐像 彫 刻 春日居町桑戸 175
− 1

春日居町桑戸
区 △

46 金地蔵の石造馬頭観世音
立像　附石仏群 彫 刻 八代町北 1464 笛吹市 ○

47 五輪板碑 彫 刻 一宮町新巻 473 個人 ○
48 仁王像（阿吽２体） 彫 刻 石和町市部 1016 遠妙寺 ○

49 木造地蔵菩薩像（関ノ地
蔵尊） 彫 刻 春日居町鎮目字日

向地内 個人 △

50 キの神 彫 刻 春日居町鎮目 1696 山梨岡神社 ×
51 厨子 工 芸 御坂町上黒駒 2964 称願寺 ×
52 懸仏 工 芸 八代町大間田 146 長全寺 ×
53 懸仏 工 芸 八代町南 931 自性寺 ×
54 懸仏 工 芸 八代町奈良原 865 広済寺 ×
55 甲陽一徳斉藤原助則薙刀 工 芸 御坂町上黒駒　 檜峰神社 ×

56 単鳳環頭太刀柄頭 工 芸 春日居町寺本 170
− 1　 個人 ○

春日居

57 福光園寺鐘 工 芸 御坂町大野寺 2019
− 2 福光園寺 △

58 日月輪像（鏡） 工 芸 御坂町大野寺 2019
− 2 福光園寺 △

59 七条袈裟 工 芸 一宮町末木 336 慈眼寺 ×

60 三椚熊野神社武田信縄の
禁制 書 跡 境川町三椚 932 三椚熊野神社 △

県博

61 武田信玄公和歌短冊 書 跡 一宮町一ノ宮 1684 浅間神社 ×
62 大般若経写本 典 籍 一宮町末木 112 長昌寺 ×
63 聖応寺文書 古 文 書 境川町大黒坂 1090 聖応寺 ×

64 熊野神社篇簡「長寛勘文」
書写本 古 文 書 八代町北 1615 南北熊野神社 ×

65 武田信玄祈願状 古 文 書 境川町寺尾 4023 諏訪南宮神社 ×

66 硬玉大珠 考古資料 春日居町寺本 170
− 1　 笛吹市 ○

春日居

67 平林 2 号墳石室石材 考古資料 春日居町鎮目字平
林地内 山梨県 ○

68 米倉の人形芝居用具 有形民俗 八代町米倉 782 八代町米倉区 △

69 付木製造道具一式 有形民俗 春日居町寺本 170
− 1　 個人 ○

春日居

70 絵馬 有形民俗 石和町市部 1093 八幡神社 △
71 みそなめ地蔵 有形民俗 八代町高家 2 高家区上組 △
72 瑞蓮寺石臼参道　附供養塔 有形民俗 一宮町田中 408 瑞蓮寺 ○
73 岡八幡神社の石造庚申神殿 有形民俗 八代町岡 1250 八幡神社 ○
74 法雲寺の蚕影神像及び厨子 有形民俗 八代町高家 33 − 1 法雲寺 △
75 花火打ち上げ大筒 有形民俗 境川町小山 1027 若宮神社 △

76
宿鷺山寶珠寺桃林園百番
観世音菩薩並びに観音堂
等霊場

有形民俗 芦川町中芦川字村
中 61 寶珠寺 ○

77 式三番人形カシラ 有形民俗 芦川町鶯宿 71 諏訪神社 ×

78 永井天神社の神楽 無形民俗 八代町永井 1536 永井天神社神
楽保存会 △

79 寺尾太太神楽 無形民俗 境川町寺尾 寺尾神楽師会 △

80 砂原太々神楽 無形民俗 石和町砂原 砂原太々神
楽保存会 ×

No. 名　　称 種 　 別 所在地 所有者等 公開

81 東原和歌囃子 無形民俗 一宮町東原 東原和歌囃
子保存会 △

82 米倉人形三番叟 無形民俗 八代町米倉 782 米倉人形三
番叟保存会 △

83 能成寺跡　附五輪塔群 史 跡 八代町北 1671 − 2 他 個人 △
84 石和陣屋跡 史 跡 石和町市部 720 笛吹市 △
85 石和本陣跡 史 跡 石和町市部 1051 個人 △
86 武田信重の墓 史 跡 石和町小石和 372 成就院 ○
87 御坂城跡 史 跡 御坂町　御坂峠 山梨県 ○
88 地蔵塚古墳 史 跡 八代町南 404 財務省 ○
89 団栗塚古墳 史 跡 八代町北 1323 南北熊野神社 ○
90 小山城跡 史 跡 八代町高家 1239 他 笛吹市 ○

91 弾誓窟 史 跡 御坂町下野原 1260　
御坂中学校体育館下 笛吹市 △

92 島田富重郎の墓 史 跡 石和町松本 610 大蔵経寺 ○

93 天神のこし古墳 史 跡 春日居町鎮目字関
東林地内

春日居町徳条
区 ○

94 盃塚古墳　 史 跡 八代町岡 2195 笛吹市 ○

95 狐塚古墳 史 跡 八代町南 2050 南集落センター
管理運営委員会 ○

96 菩提山長谷寺 史 跡 春日居町鎮目字菩
提地内 長谷寺 △

97 芍薬塚 史 跡 春日居町鎮目 526
− 2 個人 ×

98 八幡塚古墳 史 跡 八代町増利 1918 財務省 ○

99 牛居沢の窯跡 史 跡 境川町藤垈 48・
6858 − 13 個人 ×

100 青山家墓地 史 跡 春日居町熊野堂
410 − 2 個人 ×

101 狐塚古墳 史 跡 春日居町鎮目 1786 個人 ×
102 大蔵経寺建物跡 史 跡 石和町松本 610 大蔵経寺 ○
103 辻保順守瓶の墓 史 跡 春日居町国府 367 個人 ○

104 瑞蓮寺石臼参道　
附供養塔 名 勝 一宮町田中 408 瑞蓮寺 ○

105 大口山のモウセンゴケ群
生地 天然記念物 八代町竹居 5740 他 笛吹市 △

106 このてがしわ 天然記念物 石和町松本 512 個人 ×
107 小山神主のキンモクセイ 天然記念物 境川町小山 1163 個人 ×
108 定林寺のカヤ 天然記念物 八代町南 747 定林寺 ○
109 楞厳寺のカヤ 天然記念物 八代町竹居 796 楞厳寺 ○
110 熊野神社のコウヤマキ 天然記念物 八代町北 1615 南北熊野神社 ○
111 熊野神社のイチョウ 天然記念物 八代町北 1615 南北熊野神社 ○

112 荒神堂のケヤキ 天然記念物 八代町南 1206 笛吹市八代町南
区長崎部 ○

113 広済寺のヒイラギ 天然記念物 八代町奈良原 373 広済寺 ○
114 高家熊野神社社叢のカシ群 天然記念物 八代町高家 2355 高家熊野神社 ○
115 檜峰神社大杉 天然記念物 御坂町上黒駒　 檜峰神社 ○

116 ハコネサンショウウオ
棲息地 天然記念物 境川町藤垈

恩賜県有財産名
所山保護委員会・
境川町藤垈

×

117 神明社欅の叢林 天然記念物 一宮町市之蔵 960 神明社 ○

118 オオバボダイジュ 天然記念物 御坂町藤野木 1825 個人 ×
119 山梨岡神社のフジ 天然記念物 春日居町鎮目 1696 山梨岡神社 ○
120 二子塚のサワラ 天然記念物 八代町南 556 − 1 定林寺 ○
121 清泉寺のキャラ木 天然記念物 一宮町新巻 506 清泉寺 ○

122 浅間神社摂社山宮神社の
夫婦杉 天然記念物 一宮町一ノ宮 1705 浅間神社 ○

123 藤垈のナシ 天然記念物 境川町藤垈 139 −
2 個人 ×

124 藤垈の滝のケンポナシ群 天然記念物 境川町大窪 597 −
2

境川町大窪
区 ○

125 浅間神社摂社山宮神社の
カタクリ群落 天然記念物 一宮町一ノ宮 1705 浅間神社 ○

126 一行寺のカヤ 天然記念物 春日居町桑戸 299
−１ 一行寺 ○

127 大トチノキ 天然記念物 御坂町　御坂路御
坂峠手前 山梨県 ○

128 郷土館敷地内の庭木群 天然記念物 八代町南 796 笛吹市 ○

129 森の上のヒイラギ 天然記念物 八代町南 344 個人 ×
130 小山若宮神社の大ナラ 天然記念物 境川町小山 1027 若宮神社 ○
131 小山若宮神社のシラカシ 天然記念物 境川町小山 1027 若宮神社 ○
132 花鳥山一本杉 天然記念物 御坂町・八代町竹居 竹居協議会 ○

133 長慶寺のコツブガヤ 天然記念物 春日居町小松 893 長慶寺 ○

134 樫群生林 天然記念物 石和町松本 615 物部神社 ○

135 上芦川諏訪神社の大ケヤ
キ群落 天然記念物 芦川町上芦川 704 諏訪神社 ○

指定文化財一覧

県　指　定　文　化　財
No. 名　　称 種　別 所在地 所有者等 公開
12 佐久神社本殿　附神額 建 造 物 石和町河内 80 佐久神社 ○

13
八田家書院　
附土蔵棟札・永々日記・
家政歴年誌・地相絵画図・
八田村古絵図

建 造 物 石和町八田 334 個人 ○

14 板絵著色三十六歌仙図 絵 画 御坂町二之宮 1450 美和神社 △
15 紙本著色星曼荼羅 絵 画 一宮町末木 336 慈眼寺 ×

16 絹本著色熊野曼荼羅　
附桐箱 絵 画 八代町北 1615 南北熊野神社 △

県博

17 絹本著色両頭愛染明王像 絵 画

石和町松本 610 大蔵経寺 △

18 絹本著色不動明王二童子像
（坐像系）　　　　 絵 画

19 絹本著色不動明王二童子像
（立像系）　　　　 絵 画

20 絹本著色騎獅不動明王八大
童子像 絵 画

21 木造香王観音立像 彫 刻 御坂町大野寺 2019 −
2 福光園寺 △

22 木造十一面観音立像 彫 刻 一宮町竹原田 1263 満願寺 △
23 石造地蔵菩薩坐像 彫 刻 一宮町北野呂 176 北野呂区 △
24 木造虚空蔵菩薩坐像 彫 刻 境川町藤垈 322 智光寺 △

25 木造不動明王坐像 彫 刻 春日居町熊野堂 135
− 1 熊野堂下区 △

26 木造五大明王像 彫 刻 春日居町桑戸 175 − 1 桑戸区 △
27 木造如来形坐像・塑像残欠 彫 刻 八代町永井 1543 瑜伽寺 △
28 木造十二神将立像 彫 刻 八代町永井 1543 瑜伽寺 △
29 木造阿弥陀如来及両脇侍像 彫 刻 御坂町成田 733 九品寺 △
30 超願寺文書 書 跡 一宮町塩田 818 超願寺 ×

31
版本大般若経　
付紙本墨書大般若経 110 巻、
絹本著色十六善神画像１幅、
経箱大６合、小６０合

書 跡 境川町大坪 505 実相寺 ×

32 広厳院文書 書 跡 一宮町金沢 227 広厳院 ×

33 桑原家文書 書 跡 境川町寺尾 3147 個人 △
県博

34 紙本墨書梵書法帖 書 跡 一宮町末木 336 慈眼寺 ×
35 銅鐘 工 芸 一宮町金沢 227 広厳院 △
36 太刀銘国次 工 芸 一宮町一ノ宮 1684 浅間神社 ×

37 古常滑大甕、支那青磁碗、
同染付碗、同皿、黄瀬戸皿 工 芸 一宮町荒巻本村 個人・山梨県立

博物館で公開中
○
県博

38 銅鏡（菱雲文帯半円方形四乳鏡） 工 芸 八代町北 1615 南北熊野神社 ×

No. 名　　称 種　別 所在地 所有者等 公開
39 太刀銘甲陽藤原助則 工 芸 一宮町一ノ宮 1684 浅間神社 ×
40 太刀銘甲陽助則 工 芸 一宮町中尾 1331 個人 ×
41 刺繍法華経 工 芸 一宮町末木 336 慈眼寺 ×
42 白糸威褄取鎧（残欠） 工 芸 御坂町二之宮 1450 美和神社 ×
43 朱札紅糸素懸威胴丸佩楯付 工 芸 御坂町二之宮 1450 美和神社 ×

44 太刀銘因幡守廣重  附衛府
太刀拵　 工 芸 一宮町南野呂 621 大宮神社 ×

45 銅鐘 工 芸 御坂町下野原 1251 光国寺 ○

46 桂野遺跡出土大形深鉢形土
器 考古資料 春日居町寺本 170–1 笛吹市 ○

県博

47 御崎古墳出土品　 考古資料 春日居町寺本 170–1 笛吹市 ○
春日居

48 地蔵堂塚古墳出土蕨手刀 考古資料 春日居町寺本 170–1 笛吹市 ○
考古博

49 鉄製人形一括 考古資料 一宮町千米寺 764 釈迦堂遺跡博
物館組合 ○

50 古柳塚古墳出土品　 考古資料 春日居町寺本 170–1 笛吹市 ○
春日居

51 岡の式三番 無形民俗 笛吹市八代町岡 岡式三番叟保
存会 ×

52 山梨岡神社の太々神楽 無形民俗 春日居町鎮目 1696 山梨岡神社舞子 △

53 二ノ宮美和神社の太々神楽
付版木１枚、神楽二十五番次第１枚 無形民俗 御坂町二之宮 1450 美和神社神楽

保存会 △

54 田下駄 有形民俗 芦川町鶯宿 678 個人 ×
55 姥塚 史 跡 御坂町井之上 941 南照院 △
56 八田家御朱印屋敷 史 跡 石和町八田 334 個人 ○
57 岡・銚子塚古墳 史 跡 八代町岡 2286 他 笛吹市 ○
58 経塚古墳 史 跡 一宮町国分 山梨県 ○

59 竜塚古墳 史 跡 八代町米倉 2086 −
51 他 16 筆 笛吹市　他 ○

60 寺本廃寺跡 史 跡 春日居町寺本 256
他 笛吹市　他 ○

61 檜峰神社のコノハズク生息地 天然記念物 御坂町、檜峰神社 檜峰神社 ×

62 一宮浅間神社の夫婦ウメ 天然記念物 一宮町一ノ宮 1684 浅間神社 ○
63 智光寺のカヤ 天然記念物 境川町藤垈 322 智光寺 ○
64 宗源寺のヒダリマキカヤ 天然記念物 境川町藤垈 4771 宗源寺 ○

65 下黒駒の大ヒイラギ 天然記念物 御坂町下黒駒、
秋葉神社

御坂町下黒駒
区 ○

66 称願寺のサクラ 天然記念物 御坂町上黒駒 2964 称願寺 ○
67 鶯宿峠のリョウメンヒノキ 天然記念物 芦川町鶯宿峠 山梨県 ○

市　指　定　文　化　財
No. 名　　称 種 　 別 所在地 所有者等 公開
1 石橋八幡神社本殿 建 造 物 境川町石橋 2096 八幡神社 ○
2 常楽寺の五輪塔 建 造 物 境川町藤垈 2446 常楽寺 ○
3 本光寺山門 建 造 物 八代町米倉 872 本光寺 ○
4 定林寺山門 建 造 物 八代町南 747 定林寺 ○
5 荻野家 建 造 物 御坂町大野寺 1474 個人 ×

6 薬師堂　
附木造薬師如来坐像 建 造 物 八代町永井 1543 瑜伽寺 ○

7 普賢願生稲荷堂本殿 建 造 物 石和町市部 1023 遠妙寺 △
8 岡八幡神社の石造明神鳥居 建 造 物 八代町岡 1250 八幡神社 ○
9 浅間神社拝殿　附旧材１枚 建 造 物 一宮町一ノ宮 1684 浅間神社 ○
10 江戸中期民家 建 造 物 八代町南 796 笛吹市 ○
11 賀茂春日神社本殿 建 造 物 春日居町加茂 319 賀茂春日神社 ○

12 福光園寺鐘楼門 建 造 物 御坂町大野寺 2019 −
2 福光園寺 ○

13 仁王門及び総門 建 造 物 石和町市部 1016 遠妙寺 ○

No. 名　　称 種 　 別 所在地 所有者等 公開

14
小山城主穴山伊予守信永及
び一族郎党に関する歴史資
料（五輪塔及び位牌）

建 造 物 御坂町二之宮 513 常楽寺 ○

15
聖応寺仏殿・開山堂　
附仏殿建立日記 ･ 仏殿建立萬
請拂決算目録 ･ 仏殿棟祭記

建 造 物 境川町大黒坂 1090 聖応寺 ○

16 聖応寺反橋　附棟札１枚 建 造 物 境川町大黒坂 1090 聖応寺 ○

17 灯篭 建 造 物 御坂町大野寺 2019 −
2 福光園寺 ○

18 梅の木石幢 建 造 物 八代町竹居 2056 笛吹市 ○

19 国分寺本堂・薬師堂・鐘楼門・庫
裏附棟札・鰐口・小屋貫・板絵 建 造 物 一宮町国分 196 − 1 国分寺 ○

20 諏訪南宮神社の扉絵 絵 画 境川町寺尾 4023 諏訪南宮神社 △
県博

21 版彩当麻曼荼羅 絵 画 御坂町上黒駒 2964 称願寺 ×

登　録　有　形　文　化　財
No. 名　　称 所在地 所有者等 公開

68 御坂隧道 御坂町・富士河口湖町
両町の境 山梨県 ○

69 ルミエール旧地下発酵槽 一宮町南野呂 624 株式会社
ルミエール △

70 須田家住宅 石和町四日市場 1563 個人 ×

71 屋敷入沢第七号石堰堤 御坂町上黒駒字屋敷
入 山梨県 ○

No. 名　　称 所在地 所有者等 公開
72 早川家住宅主屋 一宮町東新居 1356 個人 ×

歴史の道 100 選
No. 名称 所有者等 公開
73 御坂路 御坂町 ○

公開欄の○は見学可能。×は非公開。△は所有者に問い合わせ必要。「県博」は山梨県立博物館、
「考古博」は山梨県立考古博物館、｢春日居｣ は春日居郷土館で展示 ･ 収蔵しています。
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